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機 業 家 の 職 業 経:歴と階 層 構 成
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1.西 陣機業 と西陣地域
西陣織 とは京都西陣より産す る織物である。
単に生産地 としての 「西陣」 とい う呼び方を織
物の名称にして用いられ るのではない。伝統産








分散 させ るために,分業化を進展 させ,そ れ ら
の結果の反映であるといえよう。
さて,前述のような西陣機業の特質が空間的
に投影 されたとき,そ こに 「西陣地域」ができ
あが る。その意味で 「西陣地域」 とは,ま ち全
体が一つの大 きな工場のような性格をもつ と思
われ る。 この 「工場」は1,500人の社長(織元・
自前業者)と8,000軒の分小場(賃機業)を中心

















みよう。 範囲を あらわす 方法には 大別して三
つある。第一は,東西,南 北に整備 されている
「通 り」の名称で範囲を表わす もの,第二は,
明治維新以来京都市民に 親 しまれて いる 「学












南は出水通,西 は御前通,北 は大宮頭 まで」6)
と考え,松本通晴氏は松下氏のそれよりやや広
くて,東 は堀川通,南 は丸太町通,西 は西大路
通,北 は北大路通で囲まれた地域を 「西陣」と
する7)。また,「新 しい西陣づくり計画審議会」












図1西 陣 地 域 の 範 囲






陣,桃 薗,嘉 楽の5学区を規定 している9)。
第三の方法では,広原盛明氏のように「千本今







紹介 したが,そ の どれ もが十分な説得力を もつ
ものではない。筆者は,社会学的には京都市の
学区制を中心に範囲を規定す るべ きだと考える
















西陣では 「織屋で三代続 くことが少ない」 と
か 「できものと織屋は大 きくなればつぶれ る」
とかいわれてきた。それだけに,経営哲学 とし
て 「商いは牛のよだれ」とか 「こうとな商法」
が尊重 されてきた。これらのモッ トー の背景に





















































認識 した ところか ら創造 されるものであ り,製
























































供給 と,流通 魚販売のルー トを完全に支配22)さ
れていた西陣機業家は,自営機業,織 元といっ
た独立的機業家にせよ,それは賃機なり仕入機







動 もありうるわけである。表1に み られるよう
に,自営機業家層はその規模において,10人以
上の織工を雇用する 「工場制」と,それ以下の


























































































































元,内 機 と出機の両方を持つ織元(戦 前の機業
形態では織元に入れず 自営機業に該当),自前
業者(同 じく戦前は 自営機業に該当),一部 自
一38一




























































































表3機 業 形 態 別 業 者 軒 数 の 推 移 ()内は構成比(%)


























































































方,賃 織屋 も手機であれば,ま だ騒音 もそれほ
ど問題にはな らない,し,スペース もとられない
が,力 織機の普及によりJ自宅での賃織では生












































一一→レ形 態 の変 化 を意 味 す る
一一40一
表5規 模 別 企 業 数(昭和53年) ()内 は構成比(%)


















































〔注 〕1.AO.5～5.0台 規 模"B5.5～10.0台 規 模C10.5～30.0台 規模
D30.5～50.0台規 模E50,5～100.0台 規 模F100.5台 以 上 規 模
2.*印の 専 業率 は各 規 模 の 企 業 数 に 占め る専 業 数 の割 合 。
,3.織 機 台 数 の算 定 は,小 巾 力織 機 に 換 算 し,広 巾 ・並 巾 力,織 機1台 を2台,小 巾力 織 機 を1台,
手 機 を0.5台 と して計 算 して い る。
表6昭 和55年度 西陣織物業者(法人)高額所得一覧(帯地中心)
昭和55年4月か ら56年3月末までk決 算を終えた年額6千万円以上の企業(単 位 千円)
会 社 名 隙 期[所 得 劉1会 社 名1決 剿 所 得 額
㈱ 川 島 織 物
㈱ じ ゅ らく工 芸 織
と な み 織 物 ㈱
渡 文 ㈱
高 島 織 物 ㈱
と み や 織 物 ㈱
㈱ 池 口
い つ く ら ㈱
岡 文 織 物 ㈱
㈱ じ ゅ ら く
宮 田 織 物 ㈱
'㈱ ひ な や
河 合 美 術 織 物 ㈱
㈱ 辻 梅 機 業 店
山 下 織 物 ㈱
㈱ 西 陣 ま い つ る
㈱ 山 喜 織 物
㈱ 橋 本 テ ル 織 物
池 口 工 芸 織 物 ㈱
野 村 織 物 ㈱
加 納 ㈱
河 村 織 物 ㈱
紫 紘 工 芸 ㈱
㈱ 龍 村 美 術 織 物
精 華 織 物 ㈱
㈱ 浅 野 織 屋
吉 村 織 物 ㈱






























































田 原 静 織 物 ㈱
泰 生 織 物 ㈱
米 田 織 物 ㈱
村 田 織 物 ㈱
上 島 織 物 ㈱
山 勝 織 物 ㈱
㈱ 安 岡 織 物
㈱ 三 栄 織 物
吉 村 機 業 ㈱
㈱ 田 原 大
㈱ 山 城 機 業 店
滋 賀 喜 織 物 ㈱
河 芳 織 物 ㈲
紫 紘 ㈱
五 匠 織 物 ㈱
㈲ 清 水 機 業 店
洛 陽 織 物 ㈱
㈲ せ い つ 織 物
河 瀬 万 織 物 ㈱
い つ く ら織 物 ㈱
㈲ 華 陽
東 京 紫 紘 ㈱
㈱ 織 匠 井 上
国 定 織 物 ㈱
胡 琴 織 物 ㈱
㈱ 黒 瀬 織



























































〔資料 〕 全 西 陣賃 織 組 合 ニ ュ ー スNo.38.(昭和56年8月15日)。
一41一
図3資 本金別企業数と構成比(昭和53年)
〔注 〕 個 人 経 営546(49.5°o)企業 で あ る。
働条件は低 くお さえられつつ,内機 と出機の階
層内移動は増大す ると思われ る。
それでは,西 陣機業 と 「西陣地域」を支配 し
ている織元階層は量的にどれ くらいになるので




業 とな る。 しか し,この従業者数には市内の出
機は算入 されているが,市 外のそれは除外 され
ているので,市外に多 く出機 を所有す る企業を
加えねばならないので,そ うす ると150企業ほ























ったが,調 査事項は,1)パ ーソナル ・ライフ




課,西 陣織物工業組合,西 陣賃織組合,全 西陣
織物労働組合を訪問し,西陣機業の概観を得,
調査内容 を構成 した。予備調査には筆谷研究所





(2)調 査 の 目 的
この調査の目的は,西陣機業の経営者の生活
史を中心に,経営者の側面から西陣機業の変遷




集 と分析か ら出発することが,か な り有効な方
法であると考えたか らである。
西陣機業の零細な家内工業的な特質は,伝 統





の場 と仕事の場は,ま ち全体の レヴュルはもち
ろん,個 々の住宅においても職住一体化 された
生活が展開 されてきたことに象徴 されよう。西
陣の特質を 「職住一体」 とみるならば,職 歴 と










































時,父 親から 「国立大学に失敗 したら西陣の丁
稚奉公だぞ」と約束 させられていたので,高卒
と同時に現在の会長の経営す る機屋(織元,出














































ず 「オヤッサン」の所有す る17台の出機回 りか
ら初まり,あ らゆる事をや らされた(当時はM
氏 と 「オヤッサン」の二人で全てを行なってい
た)。M氏は 山口氏か ら 「5年で西陣をおぼえ
られんようだったら一生おまえは丁稚だぞ。」
の言葉を胸に,自分を高めねばと考えた。そこ
でM氏 は,油絵を習い,南画,清 元,小 唄,陶





顧客,M氏 の織 る帯の ファンの形成 とい う経営
戦略を考えた。
昭和35年(丁稚奉公か ら7年)ご ろには,独

































屋は 自分の 感覚で やるもので あって,例 えれ
ば,織 手が演奏家で織元はコンダクターみたい
な関係ですやろか。い くらいい演奏家(織 手)
が いても,それを こなせる コンダ クター(織
元)が いないことにはいい帯はできません。私
も,図案を練 る時,大体10のうち2本 ほどは図
案の先生の ものを,あ との8本 は私が自分で書
きますが,自分の工場で織れ る品物でないとい
けませんので,あ の織手はこんなガラが得意や
からとか,こ のガラはあの人(織 手)に 織 って
もらお うと考えながら絵を書 きます」 とい うこ
とになる。
事例研 究 ∬ 一 大織元 ・内機中心一
1)企業の概要
対象企業は,手織機を主に力織機を従にした



















機 業 組 織 図置 皿
1企 画 会議









































ヨ 意 匠 部
一1総 務 部




一陣 製劃 靉 羅歳
部 長,49歳
一1 第2製 造部31年 入社一歴31年
ヂ
部 長,37歳H 第3製造部 社長の次男







在の社長の父)は 愛知県江南市 か ら西陣に 転
居,江 南市 では家困工業的機屋を,やって いた
が,当時西陣で成功(着尺)していた親類をたよ
った ものである。昭和6年 に下長者御前か ら千
本今出川東の現在地に転居,着 尺の製織を工:場
制で経営 していた。9年 には現社長が帯の問屋

















機 業 組 織 図 皿












一染 織 部(大 津 市)
一婚礼衣装部*監査役,35歳,社長の三男,
一内機工場 大卒後,名古屋の商社で7年
一営 業 部 間勤務・ リー ス ・販売担当
一意 匠 部
〔注 〕 役 員 は,社 長,専 務(2名),常 務,監 査 の5名 で あ る。
2)対象者の生活歴






で成功 していたので大正7年 に,一家4人 で京
都に移ってきた。西陣では着尺で夏物の絽 と紗
を製織 していたがいわゆる自前業者であった。










の4月 に復員 した。統制経済下のため転業 し機
を供出したY氏 には糸の供給は受けられず事業
再開は困難であったが,22年に何 とか10台の力
織機 を購入,兵 隊にいっていた もとの織手 も復
員してきたのであとは糸を手に入れる問題だけ







機に切 りかえ工場は使用 しな くなったので,45
年には富山に工場を設立(社長は地元の農協 組
合長で織手 もUターン者であるが,原料は全て
















で経験 した ことが ないような深刻な ものです
が,こ んな時ほど織元にとっては優れた織手が
得 られ る絶好の機会です。」と,全国に 販牽網















本家と呼ばれる階層,2)織 元 といわれ る内機
と出機 をコン トロールす る階層,3)自 営業者
層 とされ る,零細な家族従業者層,4)賃 織業




























































































































































































こにおける 「織元」 とは自前業者を指す ものである
と考えられる。しかし,柿野氏の指摘する機業者の
階層分解が30年代に著 しく進行している点は同意で
きる。柿野欽吾 「経済成長と西陣機業」『同志社大学
経済学論叢』第24巻,第4.5.6号,1976年,133頁。
28)中條毅 『経営労務の近代化』三和書房,1965年,
215-216頁。
29)同上,215頁。
30)堀江英一 ・後藤靖,前掲書,50頁。
31)織工の実態については,三塚武男 「西陣における
賃機労働者の 性格とその実態」『同志社大学 人文
学』第109号,1968年。宝光井雅顕 「西陣機業労働者
と地域の組織に関する調査報告」西陣会,1963年。
「京都の繊維工業と賃金」『労働月報』No.149.19
60年。などがある。
32)拙稿 「職業移動研究の試み」『佛教大学大学 院研
究紀要』第8号,1980年,142頁参照。
33)山白伊太郎氏(79歳)は紫峰社の社長,山 口氏はオ
?ﾌ機業店で徒弟をしたあと,18歳で独立,以後,
優れた意匠力で大きく成長し,戦後は西陣織物同業
組合理事長を務めた。業界では 厂山口の一声で西陣
が動く」 といわれているほど信頼は厚い。
34)浜口恵俊 『日本人にとってキャリアとは』 日本経
済新聞社,1979年,31頁。
35)拙稿,「西陣機業労働者の職業移動と階層性」『佛
大社会学』,第7号,1982年。
,・
